
これまでの研修会に参加された

皆さんの声(保護者・指導者の感想)

・このような研修は貴重で保護者も参加できたので大変参考になりました。特にインテグリディについて

はバスケットに関わる全ての人が意識して取り組んでいくべき内容でした。各大会では暴力はいらないと

いうスローガンが掲げられて意識は高まっていますが、今回のスライドの一部を紹介するなど具体的な内

容をときどき示して保護者にもさらに意識付けしても良いと感じました。

・他地域との交流の場をもっと増やしてもらいたい。

・自分のチームに関わらず、この地区の指導者はまだまだ暴言を吐く指導者はたくさんいます。これを機

に変わってくれたらいいな～と思います。

・講習会を聞いて、地域差を減らす取り組みをお願いします。

・インテグリティの内容、もっと、広まって子どもたちの成長を支えることができたらいいと思います。

・我慢している子どもたち、めちゃくちゃいることをもっと知っていく必要があると思う。アンケートし

てもバイヤスがかかる可能性が高いが、実態を知る必要があると思う。

・子供の理解も乏しい気きがするので、子供自身への教育とともに、コーチ陣、保護者へ正しい知識を与

えて、安全にスポーツに取り組めるようにしていけると今後、更なる発展をしていけると思う。

・子供のために情報をアップデートしたいので、今後もこの研修会を実施してほしい。

・指導者は過去のやり方をファンダメンタルだけではなく、子どもとの向き合い方、保護者との向き合い

方についてもアップデートしていかなければならないことを今まで以上に感じることができました。受講

してかなり良かったと思える講習会でした。

・自分の認識を再確認出来て、ブラッシュアップが出来ました。

・地区のコーチ、保護者、みんなに聞かせたい。練習では関係ない！罰せられないから(審判から笛を吹

かれないから)と言っている人がいる。昔の感覚でやってもらってらっては困る。保護者の審判へのク

レームは、やめてほしい。

・他府県からの指摘を真摯に受け止めるべき。そして、地域差が埋まれなければ進まない。

・良かれと思って、子供たちに声を掛けていた言葉が実はマイナスに働いている可能性があるということ

を考えさせられました。地方のチームの中にはポジティブな声掛け等をするとこれでいいと思い、向上心

を持たないダラダラ練習をする子供も出てきます。そのような場合はどうしたらよいのかなと思いました。

・吉田先生の講習はとても勉強になりました。緊張のほぐし方等我が子にも伝えれるとても良い内容でし

た。

・豊田先生の公演を聞き、自分の指導を振り返るきっかけになって、今後に活かしたいと思うそんな機会

になって良かった。

・素晴らしい研修会の内容だと感じました。指導者、保護者、多くの人が携わって、子どもたちの未来を

明るくしていきたいと感じました。また、身近な所から、自分事として、取り組めることを進めていきた

いと思います。

・全国から見られている北海道の姿が非常に印象的であった。

・一昔前からは少なくなったと感じていたが、それでもやはり多いんだとあらためて痛感した。指導者・

審判員として色々な大会でベンチの指導者・子ども・応援席の現状を見て聞いているが、自地区から小さ

なことから変えていきたいと強く思った。

・この地区は、特にインティグリティの理解が指導者、保護者ともに遅れていると思います。成長につな

がる正しい働きかけを皆が理解し、実践できるようになると良いと思いますし、少なくとも自分が実践を

していきたいです。

・講師から言われた他府県からの目線が非常につらかった。やはり、過剰な行動が多いように感じる。


